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まえがき 

 徳島県の人工林面積は、平成４年３月 31 日現在ですでに、18 万６千㌶に達しています。このうちス

ギが 75％を占め、その立木蓄積は実に 2,930 立方㍍を保有するに至っております。 

 この徳島スギの資源を、今後いかに管理し有利に販売していくかは、本県林業の振興を図る上で極め

て重要な課題であります。 

 一方、最近では、住生活への質的向上が望まれていることから、木造建築の工期の短縮化、住宅の高

質化、空調施設の普及、プレカット加工の進展などによって乾燥材の需要が高まっております。 

 このような状況を踏まえ、徳島県林業クラブ青年部を中心とした若手の林業経営者グループでは積極

的に葉枯らし乾燥を復活させ、徳島スギの銘柄化づくりに取組んでおります。 

 県においても、これらに対応して、平成元年度から３か年間「乾燥材供給総合対策事業」を導入する

など、徳島スギの付加価値向上を図り、銘柄化に向けて、葉枯らし乾燥材の安定供給体制づくりを積極

的に推進しております。 

 この『スギ葉枯らし乾燥』は、本県の実態を踏まえまして、林家及び林業関係者、そして木材関係の

方々に、葉枯らし乾燥材の重要性をご理解願いたいために、これまでの調査・実証結果等によって取り

まとめたものであります。 

 本書を広くご活用していただき、今後のスギ葉枯らし乾燥技術のレベルアップと徳島スギの付加価値

向上に役立てていただければ幸いと存じます。 

 

   平成４年３月 31 日 



 

ス ギ 葉 枯 ら し 乾 燥 

目 次 

  まえがき 

 

第１章 スギ材の特性･････････････････････････････････････････････････････････････････････１ 

１．針葉樹の生理･････････････････････････････････････････････････････････････････････１ 

２．スギ材の構造･････････････････････････････････････････････････････････････････････２ 

３．スギ仮導管壁孔の閉鎖率･･･････････････････････････････････････････････････････････３ 

４．スギ材のでんぷん含有量･･･････････････････････････････････････････････････････････５ 

５．スギの材色･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

（１） 材色の発現･････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

（２） 材色の表示･････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

（３） スギの材色値･･･････････････････････････････････････････････････････････････６ 

６．スギ材の含水率･･･････････････････････････････････････････････････････････････････８ 

（１） 含水率の測り方･････････････････････････････････････････････････････････････８ 

（２） スギ生材の含水率分布･･･････････････････････････････････････････････････････８ 

７．スギ材の乾燥による収縮･･･････････････････････････････････････････････････････････10 

（１） 乾燥による収縮の異方性･････････････････････････････････････････････････････10 

（２） 乾燥による変形（狂い）の種類･･･････････････････････････････････････････････11 

８．スギ材の乾燥が難しい要因･････････････････････････････････････････････････････････11 

 

第２章 スギ葉枯らし乾燥の考え方 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 13 

１．葉枯らし乾燥とは･････････････････････････････････････････････････････････････････13 

２．葉枯らし乾燥の必要性･････････････････････････････････････････････････････････････13 

３．葉枯らし乾燥が見直される背景 ･････････････････････････････････････････････････････13 

４．葉枯らし乾燥のメカニズム･････････････････････････････････････････････････････････14 

 

第３章 スギ葉枯らし乾燥の効果 ･････････････････････････････････････････････････････････ 15 

１．含水率の減少･････････････････････････････････････････････････････････････････････15 

２．重量の軽量化･････････････････････････････････････････････････････････････････････16 

３．材色の変化･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････17 

４．虫菌類被害の軽減･････････････････････････････････････････････････････････････････18 

５．製材品の人工乾燥コストの節減 ･････････････････････････････････････････････････････20 

６．販売価格の向上･･･････････････････････････････････････････････････････････････････21 

 



 

第４章 スギ葉枯らし乾燥の実務 ･････････････････････････････････････････････････････････ 22 

１．作業手順の決定･･･････････････････････････････････････････････････････････････････22 

２．伐採の時期･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････22 

３．伐採の方法･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････22 

４．伐倒木の枝払いと剥皮･････････････････････････････････････････････････････････････22 

５．穿孔性害虫の予防･････････････････････････････････････････････････････････････････23 

６．葉枯らし乾燥の実施基準･･･････････････････････････････････････････････････････････29 

（１） 葉枯らし乾燥の目的･････････････････････････････････････････････････････････29 

（２） 葉枯らし乾燥の実施基準･････････････････････････････････････････････････････29 

７．葉枯らし乾燥の経済性･････････････････････････････････････････････････････････････30 

（１） 乾燥効果･･･････････････････････････････････････････････････････････････････30 

（２） 経済性･････････････････････････････････････････････････････････････････････31 

８．葉枯らし材の流通･････････････････････････････････････････････････････････････････33 

 

第５章 スギ葉枯らし材生産の課題と方向 ･････････････････････････････････････････････････ 35 

《参考・引用文献》 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 37 



－1－ 

第１章 スギ材の特性 

１．針葉樹の生理 

 一般に、樹木は樹皮と木部との間にある形成層の分裂活動によって、内側へ木部細胞を、外側へ師部

細胞を作って大きくなっていく。 

 木部細胞は根で吸収された水や養分（チッ素等）を上方に運ぶパイプの役目をし、樹木が大きくなる

と色がついて心材となる。 

 師部細胞は葉の中で光合成作用によって作られた養分（糖やデンプン）を下方の必要な所へ送る役目

をしており、古いものから外皮となる。これを図示すると図－１のとおりで、水のパイプの集りである

辺材部は、水を多く含んでおり、心材部においても水は多少残っている。 

 一方、樹木内部の水平方向への物質の移動については、放射柔細胞が受持っている。これを図示する

と図－２のとおりである。 

 

 
 



－2－ 

２．スギ材の構造 

 スギ樹幹の横断面を見ると中心部に髄があり、外側へ向かって心材、辺材、形成層、樹皮の順になっ

ている。肉眼で認められるスギ材の断面は図－３のとおりである。 

 なお、伐採直後あるいは比較的時間の経過の短い丸太の横断面を見ると、心材と辺材との中間に環状

の淡色ではあるが辺材とは異なった色調を示す部分がある。この部分を移行材と呼び、スギの場合は辺

材よりはっきりと白色を示して区分されるため、白線帯とも呼ばれている。 

 

 



－3－ 

３．スギ仮導管壁孔の閉鎖率 

 針葉樹材における液体や気体の透過は、主に仮導管相互の有縁壁孔を通して行われている。したがっ

て透過の良否は、壁孔の閉鎖によって左右される。一般的には辺材の壁孔は開放しているのに対して、

白線帯や心材では閉鎖しているといわれている。 

 スギの閉鎖率を表－１、壁孔閉鎖の状態を写真－１、写真－２に示した。これによると、スギでは辺

材の壁孔はほとんど開放しており、その閉鎖率は平均で約 12％である。これに対して白線帯と心材では、

閉鎖率はほぼ 80％に達している。 

 このことから、スギの白線帯と心材での水分の透過は極めて悪いといえる。 
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４．スギ材のデンプン含有量 

 樹木の葉で光合成された糖類（グルコース）は、樹体内各所に送られて樹体の形成に用いられるが、

過剰になると辺材柔組織中にデンプンとして貯蔵される。心材部は死んだ組織であり、一般に生理機能

はないとされているが、辺材部では生理機能が高く、デンプン含有量の変化は大きくて供給・蓄積・消

失が繰返されている。一般的にこのデンプン含有量が穿孔性害虫の被害に大きな影響を与えると言われ

ている。 

 スギ生材辺材部のデンプン含有量を伐倒月別に見ると、図－４のとおりである。これによると、４～

７月の間にはデンプン量は蓄積されて多くなり、穿孔性害虫の発生時期と一致している。一方、９～12

月の間には林木の成育に消費されて最も少なくなっており、伐採適期とほぼ一致している。 
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５．スギの材色 

（１）材色の発現 

 材色は木材の商品価値を決定する重要な因子の一つである。 

 スギの色調は、一般に辺材は白色、心材は淡紅色（赤心）～暗赤褐色、あるいは黒褐色（黒心）もあ

ると言われている。 

 心材の赤色化は、心材中に蓄積されたヒドロキシスギレジノール（白色結晶）が酸化されてオルソキ

ノン構造のデヒドロヒドロキシスギレジノール（橙色結晶）となり、さらに重合して高分子の着色物質

（赤色）に生成することによる。 

 一方、黒褐色化については十分明らかにされていないが、端墨（はなずみ）と呼ばれる材の両端黒変

現象は、心材中のフェノール性物質がアルカリ性下において酸化重合して、黒褐色の高分子着色物質を

生成するためと推定されている。この不良心材色の生成要因には、遺伝説や立地環境説に加えて後天的

原因も挙げられている。 

 

（２）材色の表示 

 木材の色の測定法や表示法は、次ぎに示す３種の JIS の表示法が主に用いられている。③については、

木材の色の測定法として試行されている。 

① 色名（JIS Z 8102-1985 物体色の色名） 

② 三属性（JIS Z 8721-1977 三属性による色の表示方法。Ｈは色相、Ｖは明度、Ｃは彩度、HV／C

と記述する） 

③ Ｌ* ａ* ｂ* （JIS Z 8721-1980 ａ* ｂ* 表色法及びＬ* ｕ* ｖ* 表色系による物体色の表示法） 

 

（３）スギの材色値 

 スギの健全（優良）心材色を抜粋して表示すると表－２のとおりである。 

 これによると、色名ではみな“にぶい黄赤”と同じ表示になり、視覚で感知できる材色の区分を表現

するには不十分である。それゆえ、一般には測色機器で測定されるＬ* ａ* ｂ* 表色系による表示が用

いられている。しかし、この数値から逆に色を想像することは困難である。そこで、Ｌ* ａ* ｂ* を視

覚的な表現である HVC に換算できる「材色値の判定用チャート」が考案された。このチャートを部分

的に拡大して表－２のスギ心材色をプロットすると、図－５のとおりである。 
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６．スギ材の含水率 

（１）含水率の測り方 

 木材に含まれた水分の程度を示すには含水率が用いられる。木材の含水率は木材成分の重さに対して

水がどれ位あるかで表される。これを「乾量基準含水率」といい、次の式によって算出される。 

 

  含水率（％）＝
W2

W2W1－
×100 

   ただし、Ｗ１：乾燥前の木材の重量（測定したい木材の重量） 

       W２：全乾状態（乾燥機の中で温度が 100～105℃で 

          乾燥して恒量に達したとき）の木材の重量 

 

（２）スギ生材の含水率分布 

 一般に木材の水分は、細胞膜中でセルロースミセルと結合している結合水（吸収水）と細胞の内腔や

細胞間隙等に存在している自由水（遊離水）とに区分される。立木状態や伐採後まだ乾燥していない木

材は、結合水を最大量含んでいるほか自由水を多く含んでいることから含水率は非常に高い。この状態

の木材を生材といい、その含水率を生材含水率と呼んでいる。 

 スギ生材の季節別の含水率は表－３のとおりで、辺材部ではほとんど差がなく、心材部においてはス

ギ材独特の個体差があって、秋季及び冬季がやや高くなっている。全体の平均では約 160％とほぼ安定

している。 

 また、スギ生材の含水率が地上高別及び辺・心材別にどのように分布しているかをみると図－６のと

おりである。すなわち、辺材においては赤・黒心ともに約 170％程度であり、地上高４～12 ㍍の間では

ほぼ一定している。しかし、心材においては、赤心が 63％程度であるのに対して、黒心は 114％と赤心

の約２倍に達している。なお、黒心の地際部の含水率は、辺・心材ともに 215％と極めて高くなってい

る。 
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７．スギ材の乾燥による収縮 

（１）乾燥による収縮の異方性 

 乾燥の程度により含水率が変化し、この含水率に応じて木材は収縮する。この要因によって材の変形

や割れが生じることとなる。また、木材は乾燥方向による歩減りの程度が異なっている。すなわちＴ（接

線）方向が大きく、Ｒ（半径）方向はその２分の１程度であり、Ｌ（繊維）方向はそれらよりさらに少

ない。主要樹種の収縮異方性は表－４のとおりである。 

 図－７に示したのは、乾燥によるスギ柱角の断面寸法の変化を図化したものである。生材から 105mm

角に製材した心去り正角を含水率 15％まで人工乾燥した場合の断面寸法変化である。４つの辺長が

105mm であったものが、Ｔ方向に 101.3、Ｒ方向に 103.8mm に減少することとなる。 
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（２）乾燥による変形（狂い）の種類 

 製材は丸太からどのように木取るかによって角面での収縮異方性の影響を受けるため、製材の面内の

収縮の不均一が乾燥に伴い生じて変形する。 

 図－８は木取りの仕方と乾燥後の変形の様子を示したものである。また、図－９には、こうして得ら

れる製材品の変形の種類とその程度の指標を示したものである。 

 

 

 

 

８ スギ材の乾燥が難しい要因 

 スギ材の特性から、次のような要因によって乾燥が難しいと言われている。 

① 心材含水率が高い。（スギ 70～100％、ヒノキ 30～35％） 

② 白線帯がある。（白線帯は水の透過性が悪い） 

③ 黒心材は含水率が高く、水分移動が悪い。 

④ 心持ち材は割れが発生しやすい。 

⑤ 品質、産地、育林方法による材質の変動が大きい。 
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第２章 スギ葉枯らし乾燥の考え方 

１．葉枯らし乾燥とは 

 「葉枯らし乾燥」とは、伐木後枝葉をつけたまま一定期間林内に放置し、枝葉が黄変し、または赤変

して枯れるまで自然乾燥させるもので、一般にアク抜き、又は渋出しと称する乾燥処理法である。 

２．葉枯らし乾燥の必要性 

 伐採直後の木材は、多量の水分が含まれている。木材は水分量によって膨脹・収縮する。生材のまま

で使用すれば乾燥するにつれて収縮し、製材品に隙間や狂い、割れなどが発生する。また、生材のまま

ではカビが生じ易く、腐蝕する危険も大きくなる。 

 こうしたことを防ぐためには、木材をあらかじめ十分乾燥しておく必要がある。このため、平成２年

１月に「針葉樹の構造用製材の JAS 規格」が制定され、準備期間をおいて７月から施行されている。 

この中に、生産実態に合せて表－５のように４区分の乾燥基準が設けられている。 

 

３．葉枯らし乾燥が見直される背景 

 スギの葉枯らし乾燥は、昭和 20 年代までは伐木運材の一工程としてほとんどの林業地で行われてき

た。その第一目的は、材を乾燥させることにより集運材作業を容易にさせることにあった。また、吉野

林業地で行われた「渋出し・アク抜き」といわれる材の色出しをするとか虫菌類の被害の軽減を図るな

どが主要なものであった。 

 しかし、昭和 30 年代に入ってからは、伐木運材作業の機械化の進展と樹皮の利用が低下したことか

ら葉枯らし乾燥は衰退したといえる。 

 最近では、この葉枯らし乾燥が見直され、復活する林業地が増加している。この要因としては、まず

第一に生材に比べて幾分高価に販売出来る可能性があること。また乾燥に伴う材の軽量化によって集運
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材費が低下すること。さらに消費者ニーズとして高品質材志向が増加していることなどがあげられる。

つまり、葉枯らし乾燥は付加価値向上策の一つとして注目されている。 

４．葉枯らし乾燥のメカニズム 

 葉枯らし乾燥効果を樹木の生理面から見ると、樹木は伐倒後一定期間生きており、生理的機能を持っ

たまま急激に水分を失って、ついに機能を停止する変化の過程といえる。樹木の水分減少による生理的

変化が成分に及ぼす影響は、エチレンが最も顕著と見られている。エチレンは心材形成や変色材形成の

引金となっている。 

 また、外因による樹体の傷害でエチレンを投与した際には着色材が形成されて、デンプンの消失やベ

ンゼン含有量の増加及びフェノール含有量の増加等が観察されている。 
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第３章 スギ葉枯らし乾燥の効果 

１．含水率の減少 

 伐採後の葉枯らし乾燥日数に伴う含水率の減少経過は、図－10 のとおりである。 

すなわち、スギの辺材含水率は葉枯らし乾燥日数にともない減少するが、心材含水率の減少は少ない。

また、伐採の時期別によって異なり、７、８月の夏伐りのものが、９～11 月の秋、冬伐りのものより減

少率は大きい。７、８月伐採のものは、約２か月程度で最低含水率（約 80％）に達するが、９、10 月

伐採で３か月、11 月以降の伐採では約４か月を要するものと推定される。 

 

 
 

 なお、生材、玉切り材及び葉枯らし材の含水率分布を比較すると図－11 のとおりである。すなわち、

伐採後ただちに玉切りした材は生材とほとんど同じ含水率を示し、まったく乾燥していないが、葉枯ら

し材は辺材の含水率が急激に減少し、生材の約２分の１程度にまで含水率は減少するものと推定される。 
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２．重量の軽量化 

 伐木後の葉枯らし乾燥日数に伴うスギの重量の減少経過は、図－12 のとおりである。葉枯らし乾燥日

数に伴う含水率の減少と同様に、重量は軽量化されてくるが、伐採時期によって差がある。７～９月の

伐採では、約２か月で生材重量の約 70％程度に減少するが、11 月以降の伐採においては５か月以上は

要するものと推定される。 
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３．材色の変化 

 スギ葉枯らし材の材色効果については、図－13 のとおりである。スギ辺材の材色は葉枯らしにともな

い黄色度、赤色度ともに深色化する。また、心材の材色は伐倒時大きく分散していた材色が葉枯らしに

より黄色度が減少し、赤色度が増加する方向に変化して、ほぼ 7.5YR に収れんすることが認められる。 

 これらのことから、葉枯らし乾燥は材色の改良に役立っており、古くから言われている渋が抜けると

いった現象の要因の一つとして推察される。 
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４．虫菌類被害の軽減 

 木材の防腐防虫効果については、従来から剥皮による効果と考えられてきたため、剥皮しない葉枯ら

し材の虫菌害が心配されている。しかし、剥皮しない葉枯らし材においても防虫防菌の効果があると言

われている。スギ葉枯らし材の化学的成分の測定から、特に、葉枯らし乾燥に伴う大きな変化が認めら

れるものとして、辺材部の澱粉含有量があげられている。 

 葉枯らし乾燥の３か月後における澱粉含有量の変化をみると表－６及び図－14 のとおりである。スギ

葉枯らし乾燥後（３か月後）の澱粉含有量は、辺材において著しく減少することが認められる。 

 一般に澱粉含有量の多い木材は、青変菌やキクイムシ類の被害を受けやすいと言われており、辺材に

おける澱粉含有量の葉枯らし乾燥に伴う減少はこれらの害を減少させる効果をもたらせる一要因とな

るものと考えられる。 
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５．製材品の人工乾燥コストの節減 

 安定した品質の乾燥材の供給を目指すためには、乾燥材の含水率に関する基準が必要である。構造用

材や造作用材等は含水率 15％（全乾法）程度まで乾燥してから建築するのが理想であるが、心持ち柱角・

はり・けた等の大断面材をこのレベルまで乾燥することは、技術的、経済的にも容易でない。 

 そこで、スギの柱角（生材）を含水率 20～25％以下（含水率計による）まで人工乾燥する場合を想定

し、それに必要な経費を試算すると表－７のとおりである。 

 さらに、葉枯らしした原木から製材した柱角を人工乾燥すれば、どれだけの経費の節減が見込めるか

を試算すれば表－８のとおりである。 

 以上のことから大体の目安として、葉枯らしを 50 日間実施したスギ原木から製材した 12 センチ柱角

の人工乾燥コストは、普通材に比べて 16～33％減（含水率 25％の場合）と算定され、製材品の乾燥コ

ストに対する葉枯らし効果は少なくない。 
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６．販売価格の向上 

 葉枯らし材の販売価格と普通材の販売価格とを比較した事例をあげると、表－９のとおりである。 

 葉枯らし材は普通材に比べほとんど変わらないものもあるが、なかには 10％から材種によっては 20％

も高く販売されているものがある。特に、優良材を葉枯らし乾燥するとその効果が大きいようである。

今後、葉枯らし乾燥が増加してくると、葉枯らしの効果の大きい材が明らかになり、さらに量的にまと

まるようになれば別仕分けとなって、高く評価されてくるものと考えられる。 

 なお、徳島県における平成元～２年度の葉枯らし材約 20,000 立方メートルの販売実績からみると、林

齢による年輪幅や材色などによって固体差が大きく、１立方メートル当りの販売価格は 23,000 円から

72,000 円までと約３倍の格差があり、平均販売価格は１立方メートル当り約 40,000 円となっている。 
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第４章 スギ葉枯らし乾燥の実務 

１．作業手順の決定 

 葉枯らし乾燥を実施するためには、伐出作業を一時中断する必要がある。すなわち、立木を伐倒した

後一定期間林内に放置し、枝葉が黄色または赤色に変色した後に枝払いと一定の寸法に玉切りしなけれ

ばならない。さらに、一定箇所に集積し、原木市場などの目標地点まで運搬した上、長径級別にはい立

をして生産を完了することとなる。 

 作業仕組みは地域や地形また作業規模等によって一様ではないが、標準的な作業手順を示すと次のと

おりである。 

 

２．伐採の時期 

 昭和 61 年 12 月の森林所有者を対象としたアンケート調査によると、春伐り３月）２％、夏伐り（７

～８月）10％、秋伐り（９～11 月）55％、寒伐り（１～２月）33％となっており、本県の場合は秋伐り

が主体を占めている。 

 葉枯らし乾燥を実施する場合には、葉枯らし期間の長短を考慮すれば年間を通じて伐採することが可

能である。しかし、樹皮付き材の場合は虫菌害防止のため梅雨期の伐採を避けることが望ましい。 

３．伐採の方法 

 伐採の方向は山側でも谷側でも、乾燥の程度はあまり変わらない。しかし、谷側方向に倒すと葉が重

なり、下積みの木は蒸散量が制限され、葉枯らしの効果は小さくなる。 

 葉枯らし乾燥効果をより大きくするためには、伐倒木の梢頭部が山の傾斜面の上方に向くように伐倒

し、その伐り口の下端は伐り株の上に乗せて土に着かないように処置することが重要である。 

４．伐倒木の枝払いと剥皮 

 枝葉が多い程葉枯らし乾燥効果が大きいことから、梢頭部の枝葉は出来るだけ多い方が良い。従って、

一般には枝払いをしないか又は、枝払いをする場合でも、６メートル程度までは必ず枝葉を残すことが

必要である。 
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 なお、剥皮については、材面の干割れや損傷防止の面を考慮すれば、皮付きのまま葉枯らしする方が

得策である。 

５．穿孔性害虫の予防 

 葉枯らし乾燥を実施する際の問題点の一つとして穿孔性害虫の予防技術の確立が上げられる。 

 スギ伐倒木に被害が認められる主な害虫は、ハンノキキクイムシ、トドマツオオキクイムシ、オオゾ

ウムシ、ヒメスギカミキリ等の穿孔性害虫である。 

 誘引トラップ（誘引剤はα－ピネンを主成分とするマダラコールとエチルアルコール、誘引器は黒色

湿式）によるキクイムシ類等の成虫捕獲調査によると２器の誘引器で捕獲した成虫の種類は約 20 種と

なり、１年間の総捕獲数は 3,509 頭であった。主な種類別の月別捕獲数は、表－10 及び図－15 のとおり

である。 

 なお、主要な穿孔性害虫の生態は図 16－１、16－２のとおりで、早いものは４月中旬から産卵を開始

する。従って、遅くとも４月中旬までには、葉枯らし乾燥を完了（１月までに伐採完了）しておく必要

がある。 

 次に、一般的な虫害予防法を示すと次のとおりである。 

① 伐倒木の剥皮 

 キクイムシ類には効果はないが、オオゾウムシやヒメスギカミキリの被害は完全に防ぐことができ

る。 

② 伐採時期の調整 

 １月中旬までに伐採すれば、デンプン含有量の減少による防虫効果によって被害は受けにくい。 

③ 薬剤散布 

 MEP1.5％乳剤を 600cc／m２の割合で樹皮表面に散布すると最低２か月間は予防効果がある。 
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 ヒメスギカミキリの生態 

 発生は年１回、成虫は４～６月に現れ、雌は剥離した樹皮下に産卵する。ふ化した幼虫は樹皮下に

食入し、辺材にそって偏平な孔をうがって加害する。老熟幼虫は７月頃から材部に食入し、３週間内

外の蛹期間を経て成虫となり、そのまま越冬し、翌春材中より脱出する。 

６．葉枯らし乾燥の実施基準 

 スギ葉枯らし乾燥材の生産に当たっては、次の実施基準によって実施することが望ましい。 

（１）葉枯らし乾燥の目的 

 木材の含水率を軽減することにより、ねじれ、反り、狂いといった欠点を少なくするとともに、ス

ギ材独特の色・艶の向上を図ることにより徳島スギの付加価値を高めるものとする。 

（２）葉枯らし乾燥の実施基準 
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① 伐採時期 

 乾燥の程度からみると７月中旬の梅雨明けから９月中旬が適期（最適期は８月下旬から９月上

旬）である。穿孔性害虫の予防面からは２～６月における伐採は避けることが望ましい。特に４

～６月は穿孔性害虫の生息密度が最も高いので、材の玉切り・搬出には十分注意する必要がある。 

② 伐倒方向 

 原則として、伐倒木の梢端部を峰方向に伐倒するものとする。ただし、作業の安全確保につい

ては、十分に留意するものとする。 

③ 伐倒木元口の取扱い 

 元口は出来るだけ伐根の上に置き、直接地面に触れないようにする。 

④ 梢端部枝葉の程度 

 梢端部の枝葉は樹高の 30％以上を残すものとする。 

⑤ 葉枯らし乾燥期間 

 原則として、目標含水率を 80％に置き、少なくとも夏期では２か月、春・秋期では３か月、冬

期では４か月以上とする。 

７．葉枯らし乾燥の経済性 

（１） 乾燥効果 

 Ｍ氏のスギ葉枯らし材生産の実行事例から、その乾燥効果と経済性を検討すると、次のとおりであ

る。 

 スギ葉枯らし乾燥の実行結果は、図－17 及び図－18 のとおりである。 

 このデータは、スギ葉枯らし材の生産現場から供試木３本を選定し、全乾重量計測の都合上谷間の

土場（平地）に置き、昭和 61 年 11 月 17 日から５か月間自然乾燥して、約 30 日毎に２ｔのつり秤で

測定したデータである。 

 約５か月間におけるスギ葉枯らし乾燥の効果をみると、日当りと風通しが悪い谷間であったため、

生産現場より乾燥経過が遅かったものの、含水率は生材時の 128％から 79％と約４割も減少し、重量

においては生材時の約 77％と軽量化された。 
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（２） 経済性 

 聞取り調査及び素材生産費調査から収支計算を推計すると表－11 のとおりである。 

 １立方ｍ当りの支出総計は 16,270 円となり、間接経費が約 41％の 6,720 円高く、直接経費が約 59％

の 9,550 円である。 

 労務費が比較的少ないのは、賃金が伐木・造材、木寄せ、集材ともに 8,500 円と定額であり、平均

単木材積が 0.8 立方ｍと大径木であったことによる。また、運材費が多いのはいったん貯木場に集積

し、そこで選別、仕訳し、各市場及び工務店へ出荷していることによる。（生産現場から貯木場まで

が１立方ｍ当り 900 円、貯木場から市場までが 1,800 円である） 

 市場価格は、生産された葉枯らし材の径級割合い別にみると、小丸太（14cm 未満）が全体の約 10％

で 20 千円、中丸太（14～30cm）が全体の約 70％と多くて 30 千円で、大丸太（30cm 以上）は全体の

20％程度あり、その価格は普通材の約２割程高い 90 千円で販売されている。従って、素材販売価格

の平均は１立方ｍ当り 41 千円程度と推定される。 
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８．葉枯らし材の流通 

 平成元・２年度の葉枯らし材生産・調査実証事業結果からスギ葉枯らし材の流通の現状をみると、表

－12 のとおりである。 

 すなわち、原木市売市場への出荷が増加して約 60％、地元の製材工場に付け売りしたものが約 30％、

県外移出（奈良・和歌山県）が約 10％となっている。 

 スギ葉枯らし材の流通の主体は、地元製材工場への付け売りから原木市売市場へと変化してきている。

今後、葉枯らし材生産の増加とともに、市場への出荷量も増加し、葉枯らし材の評価は段々と高まって

くると考えられる。 
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 市場での一般的な評価としては、スギの場合、目あいと色あいが大きなポイントとなっていることか

ら、スギ葉枯らし材も目あいの良い材であれば、一層評価は高くなる。今回の調査結果をみても、60 年

生を越える葉枯らし材では比較的安定した価格で取引されている。 
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第５章 スギ葉枯らし材生産の課題と方向 

 本県のスギ人工林の資源は、平成２年度末現在で面積が約 14 万ヘクタール、蓄積が約 2,760 立法メー

トルとなっている。これは、県内の総森林面積に対して 47％、総蓄積に対して 67％を占め、樹種別で

は最も多い。また、スギ人工林の分布は県内全域に及んでいる。 

 しかし、スギ人工林は相対的に若齢林分が多く、伐期に達して供給される量はそれほど多くない。 

 本県における樹種別素材生産量の推移を示すと表－13 のとおりである。最近のスギ材生産量は、昭和

55 年度以降年間約 20 万立方メートルで推移し、針葉樹素材生産量の約６割を占めている。 

 
 森林資源の現状から予測すると、10 年後における針葉樹人工林の適正伐期以上の林分は現在の約２倍

へと増加する。このため、今後もスギ材生産量は、資源の充実とともに増加する傾向にあるといえる。 

 以上のようなスギ人工林の現状を踏まえ、この徳島スギの需要拡大を図り、かつ付加価値を高めるた

めには、「徳島スギ」としての銘柄化づくりが益々重要となってくる。その第一歩として、乾燥材とし

ての「徳島スギ」のイメージアップから取組むことが必要となっている。 

 こうしたことに対応して、本県では平成３年度から「乾燥材 CI 戦略」を展開している。このねらい

は、優良乾燥材にイメージリーダーの役割を持たせることにより、県産材のレベルを向上させ、かつ、

全体の需要を掘り起こしていこうとするものである。 



－36－ 

 この CI 戦略の基本理念は、次のとおりである。 

① 工業製品としての狂い・割れ・収縮のない県産材のイメージの定着 

② 葉枯らし乾燥から人工乾燥までの林材業界が一体となったイメージの定着 

③ 消費者が商品に求める高品質なイメージの定着 

 また、これにマッチする本県乾燥材のネーミングとして「EX 徳島ドライウッド」を採用し、関係

者が一体となって取組むこととしている。 

 なお、葉枯らし材生産を推進するに当たっての課題としては次の点があげられる。 

① 品質基準を確立する。 

② 安定供給体制を整備する。 

③ 流通・販売を確立する。 

 今後とも、こうした徳島スギの需要拡大の基本的な方向の中で、葉枯らし乾燥の重要性を普及する

とともに、乾燥材「徳島スギ」の定着化を積極的に推進することとしている。 
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